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はじめに 
1. 概要 
1.1. 最初にお読みください 

1.1.1.はじめに 

 本書は、ソフトウェア運用マニュアルです。本書には、本ソフトウェアを利用し 
病院看護記録を作成する際の利用方法及び病院看護記録を医師が参照する方法が 
記述されています。 
 

1.1.2.留意事項 

 
 
 

1.1.3.注意事項 

 ソフトウェアの利用に際して、本書に記載されていない操作、本ソフトウェアの 
改竄、弊社提供のソフトウェア及び DB アップデート以外の変更などが行われた 
場合の動作保証は対応しかねます。 

 
 
1.2.最初に行うこと 

1.2.1.ハードウェアの確認 

 本ソフトウェアで利用するパソコンの推奨スペックは下記の通りです。 
 
 推奨ハードウェアスペック表 

CPU/2 次キャッシュメモリ インテル Atom1.86GHz キャッシュ 512KB 以上 

メインメモリ 1GB 以上 

ビデオメモリ 256MB 以上 

ハードディスク 40GB 以上 

表示形式 1024x768 ドット 以上 

USB 2.0 以上 

Bluetooth Toshiba スタック 

Felica ポート  
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＜パソコン＞ 

     ① Panasonic Let’s Note 
       病院看護ヘルパーがインストールされているパソコン本体 
 
    ＜医療機器＞ 
     ② オムロンデジタル自動血圧計 HEM-7301-IT 
       血圧値の取り込みを行う機器 
     ③ Parama-Tech EP-202 心電計 
       心電値の取り込みを行う機器 
     ④ KONICA MINOLTA 酸素飽和度モニタ PULSOX-300i 
       SPO2 の取り込みを行う機器 

⑤ テルモ血糖測定システム メディセーフフィット 
       血糖値の取り込みを Felica 通信（接触式）で行う機器 

⑥ ECG１２誘導心電計 
心電計の取り込みを行う機器 

⑦ Ａ＆Ｄデジタル自動血圧計 
血圧値の取り込みを Bulethooth（無線式）で行う機器 

⑧ Bluethooth 酸素飽和度モニタ 
       SPO2 の取り込みを Bulethooth（無線式）で行う機器 

⑨ 3M LittmannModel3200 電子聴診器 
聴診音の取り込みを Bluethooth（無線式）で行う機器 

 
1.2.1.ソフトウェアのインストール 

 本ソフトウェアを利用するには、本ソフトウェアを利用するパソコンへインストールする 
必要があります。 
本ソフトウェアのインストールに関する項目は、別紙の「病院看護ヘルパーイン 
ストレーションマニュアル」をご覧ください 

1.2.2.利用目的の確認 

 本ソフトウェアは、病院看護記録を電子情報として記録し医師との情報共有を行う目的で 
開発されています。 

1.2.3.初期設定の実行 

 インストール後、「初期設定マニュアル」に従って、初期情報の登録及びマスタの設 
定を行い、本ソフトウェアを使用してください。 
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病院登録、医師登録 

過去データのダウンロード 

患者選択 

バイタルデータの入力 

内蔵系データの入力 

頭部系データの入力 

心電データの入力 

褥創フローの入力 

熱型表の表示 

入力したデータの登録 

サーバーへのデータ送信 

パスワード、ユーザー登録 

看護スタッフ登録 

病棟病室登録 

入院登録、退院登録 

熱型表編集 

患者一覧 

患者登録 

熱型表 

医師への報告一覧 

画像データの入力 

医師の所見入力 

 
1.3.フローチャート（全体） 

 
 
 
 
 
 
システム管理者 
P25～34 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
看護スタッフ 
P9～24 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 
医師 
P35～37 
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2.病院看護ソフトウェア（看護師端末）の利用 
2.1.看護師端末フローチャート 

2.1.1. 入力のながれ 

 基本的な操作手順は下記の通りです。 
  
 処理１） 過去の入力履歴をダウンロードする（データサーバーと常時接続時は不要） 
 処理２） 患者を選択する 
 処理３） バイタル他を入力する 
 処理４） 内臓系データを入力する 
 処理５） 頭部系データ入力する 
 処理６） 心電データを入力する 
 処理７） 褥瘡フロー入力する 
 処理８） 画像データを入力する 
 処理９） 登録 or 破棄 
 処理１０）必要に応じて、他の患者の入力を行う（処理１～９を繰り返し） 
 処理１１）データ送信する（データサーバーと常時接続時は不要） 
 
2.2.ソフトウェアの起動とログイン 

2.2.1.ソフトウェアの起動 

 デスクトップの下記アイコンをダブルクリックして起動します。 

 
 病院看護ヘルパーが起動すると、以下の起動画面が表示されます。 
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 上記画面の項目は以下の通りです。 
 「過去の入力履歴をダウンロードする」ボタン 
    データサーバーより各種マスタ及び入院患者の過去７日分の看護記録を一括 

ダウンロードします。 
ダウンロードした７日分の過去データを用いて熱型表を表示することもできます。 
ダウンロード完了後は患者選択画面へ画面を移動します。 

    ＊ダウンロードに時間がかかることがあります。（約 2~5 分） 
    常時接続型にてデータサーバーと接続されている場合は、「入力画面へ」ボタンのみ 
    有効になります。 
 「入力画面へ」ボタン 
    患者選択画面へ画面を移動します。 
 「●ＶＰＮ」ボタン 
    過去の履歴をダウンロードする際にデータサーバーと接続するソフトウェア 

（Cisco VPN Client）が起動されます。常時接続されていない環境下でデータ 
サーバーへ看護記録を送信する際にも接続が必要です。 
該当する Connection Entry を選択して、 

 

 を押すと、下記ログイン認証画面が表示されます。 

 

ユーザー名とパスワードを入力し OK ボタンを押すとデータサーバーへ接続されます。 
データサーバーとの通信が可能になると、赤文字「●VPN」が緑文字「●VPN」になります。 

 「終了」ボタン 
    システムを終了します。 
    自端末データベースの最適化処理が実行されます。 
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2.2.2.メニューバー 

 システム共通のメニューバー 

    看護記録入力画面（バイタル他）を開きます。 

    看護記録入力画面（内臓系・神経系）を開きます。 

    看護記録入力画面（頭部系）を開きます。 

    褥瘡フロー入力画面を開きます。 

    画像データ入力画面を開きます。 

    病室管理画面を開きます。 

    同室患者の切り替えが出来ます。 

    同室患者の切り替えが出来ます。 

    システムを終了します。 

     文書管理ソフトウェア（SelfDoc）を開きます。 
 システム共通のサイドメニューバー 

  熱型表参照画面を開きます。 

  患者選択画面を開きます。 

  医師への報告画面を開きます。 

  医師の回答画面を開きます。 

  データ送信画面を開きます。 

  データ受信画面を開きます。 

  候補選択画面を開きます。 
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  カーソル位置の入力内容を消去します。 

  日々の看護記録を PDF 出力します。 

  褥瘡フローシートを PDF 出力します。 

   が選択された時に が置き換わります。 

  医師報告を PDF 出力します。 

   が選択された時に が置き換わります。 

  看護日誌印刷画面を開き、過去７日分の記録が PDF 出力されます。 

  退院時情報提供書入力画面を開きます。 

  ワークシート印刷画面を開きます。 

  入力中の看護記録を破棄します。 

  入力中の看護記録を登録します。 

  候補選択内容の編集画面または熱型表の編集画面を開きます。 
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2.3.看護記録入力 

2.3.1. 患者選択画面 

 看護記録を入力する入院患者を選択します。 
 カナ氏名、グループに絞込検索またはバーコードリーダーを用いた患者選択も可能です。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 「あ」～「わ」ボタン 
    患者の頭文字で検索出来ます。 
 バーコード入力 
    バーコードリーダーを用いた患者選択が出来ます。 
 病棟選択（大分類） 
    患者登録時に選択した病棟で絞込検索出来ます。 
 病室選択（小分類） 
    患者登録時に選択した病室で絞込検索出来ます。 
 「入院／退院」切り替え 
    入院が選択されている時・・看護記録が入力出来ます。 
    退院が選択されている時・・退院時情報提供書のみ入力出来ます。 
 「患者を選択」ボタン 
    選択した患者の看護記録入力画面（バイタル他）を表示させます。 
 「前回の患者を選択」ボタン（起動時には表示されていません） 
    前回選択した患者の看護記録入力画面（バイタル他）を表示させます。 
    直前に看護記録を登録／削除した患者を再度選択する際に利用します。 
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2.3.2.看護記録入力画面（バイタル他） 

 看護記録入力の基本となる画面です。 
 過去熱型表を参照しながら、 
 検査・バイタル・食事・排泄・症状・観察項目・ワークシートの看護記録内容を入力します。 
 看護記録は登録・訂正・流用・参照・削除が出来ます。 
 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 基本的記録 
    患者の顔写真や過去の履歴が表示されます。 
    病院看護記録の日時、担当看護師を選択します。 
    身長、体重を入力します。 
    日時、担当看護師が選択されていないと、バイタル他のデータを入力出来ません。 
    入力支援機能として前回入力内容が自動的にコピー表示されます。 
   「流用」ボタン 
    過去の入力履歴を今回入力分として流用します。 
   「修正」ボタン 
    過去の入力履歴を訂正します。 
   「参照」ボタン 
    過去の入力履歴を参照します。変更は出来ません。 
   「入力」ボタン 
    数値入力欄にカーソルを置くと入力ボタンが有効になります。 
    入力ボタンを押すと、電卓入力画面が表示されます。 
   「削除」ボタン 
    カーソル位置の文字をクリアします。 
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 検査項目 
    検査項目について選択肢より選択します。 
    ※１日１回当日分を入力する事を前提としていますので日付が同じであれば新たに 
    看護記録を入力する場合でも前回入力した値が表示されます。 
 バイタル 
    バイタルデータを入力します。 
    血圧計、SPO2 計から Bluetooth 通信により測定値を取り込む事が出来ます。 
    血糖値計から Felica 通信により測定値を取り込む事が出来ます。 
    ※熱型表ではグラフ表示されます。 
 食事 
    １日分の食事を纏めて入力する事が出来ます。 
    １日分の食事内容、食事量について選択肢より選択します。 
    ※１日３回当日分を入力する事を前提としていますので日付が同じであれば新たに 
    看護記録を入力する場合でも前回入力した値が表示されます。 
 排泄（前日分） 
    尿、便について入力または選択肢より選択します。 
    ※１日１回前日分を入力する事を前提としていますので日付が同じであれば新たに 
    看護記録を入力する場合でも前回入力した値が表示されます。 
    ※熱型表では前日分として表示されます。 
 熱型表 
    患者毎に「熱型表の編集」画面にて選択された症状１０項目を纏めて入力します。 
    内臓系・神経系、頭部系画面と連携しており画面切替すると変更した内容へ 
    自動的に置き換わります。 
 観察項目 
    観察項目（熱型表、看護日誌）について入力します 
    熱型表欄は１日４回＊２０文字ずつを入力出来ます。 
    入力された内容は熱型表に表示されます。 
    看護日誌欄は記録された全ての回数＊２００文字ずつを入力出来ます。入力された内 

容は看護日誌に印刷されます。 
 ワークシート 
    申し送り事項について入力します。 
    前日に入力した日勤、準夜、深夜の情報を参照出来ます。 
    本日の日勤、準夜、深夜の情報を入力出来ます。 
    入力したワークシート情報は「ﾜｰｸｼｰﾄ印刷」ボタンを押すと印刷出来ます。 
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2.3.3.看護記録入力画面（内臓系データ） 

 内臓の看護記録内容を入力します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 症状（呼吸器・循環器） 
    呼吸器・循環器について選択肢より選択します。 
 症状（神経系） 
    神経系について選択肢より選択します。 
 症状（泌尿器） 
    泌尿器について選択肢より選択します。 
 症状（消化器） 
    消化器について選択肢より選択します。 
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2.3.4.看護記録入力画面（頭部系データ） 

頭部の看護記録内容を入力します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 睡眠 
    睡眠状態を選択肢より選択し、睡眠薬等の薬剤投与に関して入力します。 
 一般 
    目視、会話により判断出来る項目について選択肢より選択します。 
 症状（耳鼻口系、その他） 
    耳鼻口について選択肢より選択します。 
 処置、ケア 
    処置、ケアについて入力します。 
 筋・骨格系 
    筋・骨格系について選択肢より選択します。 
 症状（眼科） 
    眼について選択肢より選択します。 
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2.3.5.褥瘡フロー入力画面 

 褥瘡箇所の写真と状況を入力します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 褥創の有無 
    入院前、入院時、入院後の褥創部位を入力します。 
 部位 
    褥創部位、左右を選択肢より選択します。 
    評価日はシステム日付がセットされます。 
    発生日を選択します。（初期値は処理日） 
 褥創ステージ 
    ステージを選択します。 
 褥創の状態の評価 
    深さ、浸出液、大きさ、炎症／感染、肉芽形成、壊死組織、ポケットを選択肢より 

選択します。 
 写真撮影 
    褥瘡部位の写真を取り込む事が出来ます。 
  ＜Bluetooth デジタルカメラを利用時＞ 

① パソコン－Buletooth デジタルカメラ間でペアリングを行います。 
② デジタルカメラで褥瘡部位を撮影します 
③ 撮影した画像が写真撮影欄に差し込まれます。 

  ＜USB デジタルカメラを利用時＞ 
① デジタルカメラで褥瘡部位を撮影します 
② デジタルカメラとパソコンを USB ケーブルで接続します。 
③ 画面取込ボタンを押します。 
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④ サムネール表示されたデジタルカメラ内の写真を選び、選択ボタンを押します。 
 「画面取込」ボタン 
    撮影した褥瘡部位を表示します。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 

  「▲」ボタン 
   前頁を表示します。 
  「▼」ボタン 
   次頁を表示します。 
  「選択」ボタン 
   画像を選択すると、画像下の文字背景（ファイル名）が緑になります。 
   選択ボタンを押すと、サムネイル表示画面は閉じ、褥瘡フロー入力画面 
   に選択した画像が表示します。 
   サムネイル表示画面では、１画像のみ選択できます。 
  「削除」ボタン 
   画像を削除します。 
  「戻る」ボタン 
   サムネイル表示画面を閉じ、褥瘡フロー入力画面へ移動します。 

「クリア」ボタン 
    選択した褥瘡部位画像をキャンセルします。 
 危険因子の評価 
    日常生活自立度、基本的動作能力ベッド、基本的動作能力イス、病的骨突出、関節拘縮、 
    栄養状態、皮フ湿潤、浮腫（局所以外の部位）を選択肢より選択します。 
 処置内容 
    処置内容を入力します。 
 体圧測定及び除圧の工夫 
    体圧測定及び除圧の工夫を入力します。 
 アセスメントプラン 
    アセスメントプランを入力します。 
 「褥瘡印刷」ボタン 
    褥瘡フローシートが PDF 化されます 
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2.3.6.画像入力画面 

 カメラ画像２枚と部位画像へのペイントやコメントを入力します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 
「画像取込」ボタン（画像欄） 
   デジタルカメラより撮影画像を取り込みます 
   取込方法は 2.3.5.褥瘡フロー入力画面の写真撮影に準拠 
「画像取込」ボタン（部位欄） 
   システムにて用意されたシェーマー画像を取り込みます 
「クリア」ボタン 
   選択した画像を取り消します 
「線」ボタン 
   選択された画像に線を引けます 
「文字」ボタン 
   文字入力欄に入力した文字を画像に貼り付ける事が出来ます 
文字入力欄 
   画像に貼り付ける文字を入力します 
「消しゴム」ボタン 
   線や文字を消す事が出来ます 
「消去」ボタン 
   修正した線や文字を纏めて消す事が出来ます 
コメント入力欄 
   画像へのコメントを入力出来ます 
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2.3.7.病室管理画面 

 転棟転科転室を行います。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 
   画面上の病棟・病室にて絞り込み検索が可能です。 
   転室させる患者をクリックすると、画面下の病棟、病室に現在の設定が 
   表示されます。 
   適宜、病棟、病室を変更して「登録」ボタンを押すと転室されます。 
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2.4.熱型表 

現在選択している患者の熱型表を表示します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 期日 日付まで 
    日付を変更する事で過去の熱型表を参照します。 
 「PDF」ボタン 
    熱型表を PDF 出力します。 

 
 「看護日誌」ボタン 
    看護日誌を PDF 出力します。 
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2.5.医師への報告 

必要に応じて、現在選択している患者の容態等について医師への報告を行います。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 医師への報告（本日） 
    報告内容を記入します。 
 「報告する」ボタン 
    下記、医師への報告確認画面が表示されます。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 「はい」ボタン 
  報告内容をデータサーバーへ送信します。 
 「いいえ」ボタン 
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  医師への報告画面に移動します。 
    データサーバーに接続されていない場合、上記画面は表示されません。 
    送信された報告内容は、医師用端末で一覧表示されます。 
 「医師報告印刷」ボタン 
    医師報告を過去分含めてＰＤＦ出力します 
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2.6.医師の回答 

 医師からの回答を一覧表示します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 フォントサイズ 
    ８、９、１０のフォントサイズに変更可能です。 
 1 ヶ月間 from 日付 
    日付を変更する事で、指定日～過去１ヶ月分を表示します。 
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2.7.看護記録印刷 

 看護記録印刷ボタンを押すと入力した看護記録を A4 用紙で PDF 出力出来ます。 

 

 バイタル他、内臓系神経系、頭部系検査項目画面のいずれかを表示している場合に 
 表示されます。 
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2.8.看護日誌  

 看護日誌を作成する事が出来ます。 
 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 看護日誌 印刷範囲 
    最大 31 日までの範囲で始点と終点の日付を設定出来ます。 
 「印刷」ボタン 
    看護日誌画面にて印刷範囲を指定して「印刷」ボタンを押すことでバイタル他画面の 
    観察項目（看護日誌）欄に入力した記録を纏めて PDF 出力する事が出来ます。 
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2.9.退院時情報提供書 

 退院時情報提供書を作成する事が出来ます。 
 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 「次頁」ボタン 
    退院時情報提供書の入力画面２が表示されます。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 「前頁」ボタン 
    退院時情報提供書の入力画面１が表示されます。 
 「保存」ボタン 
    退院時情報提供書が保存されます。 
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    保存された退院時情報提供書は画面右上のﾌｧｲﾙ選択より読み込む事が出来ます。 
 「削除」ボタン 
    現在編集中の退院時情報提供書を削除します。 
 「印刷」ボタン 
    退院時情報提供書が PDF 出力できます。 
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2.10.ワークフロー印刷 

 バイタル他画面にて入力したワークシート情報を基にワークシートを作成する事が出来ます。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 印刷開始日 
    範囲指定の開始日をセットする（初期値はシステム日付） 
 印刷終了日 
    範囲指定の終了日をセットする（初期値はシステム日付） 
 「印刷」ボタン 
    Excel 形式でワークシートが出力されます。 
 

 
 



病院看護ヘルパー 
 

 
32 

Copyright (C) 2006 SFK medical Corporation. All Rights Reserved. 

 
2.11.登録ボタン 

 編集中の看護記録を登録して、利用者選択画面へ移動します。 
 
 
 
2.12.破棄画面 

 現在入力または修正中の看護記録を破棄します。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 
「破棄する」ボタン 
   現在入力中の看護記録を破棄します。 
   下記、画面にて削除パスワードの入力が必要です。 

 

 
「戻る」ボタン 
   保存ボタンを選択する前に表示されていた画面へ移動します。 
「データベースからも削除する」チェック 
   過去データをサーバーからも削除したい時にチェックを加えます。 
   ※常時接続されている場合は、表示されない 
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2.13.補助メニュー 

2.13.1.選択項目の編集 

 症状等の選択肢項目を端末毎に追加編集する事が出来ます。 
 選択肢項目は事前に共通選択肢を登録する事により、各パソコンで共通化する事が可能です。 

 
  選択肢項目を選択すると下記のような編集画面が表示されます 

 
  「修正」ボタン 
 リスト表示内の選択肢をマウスクリックするとデータ入力欄に選択肢が表示されます。 
 必要に応じて修正し「登録」ボタンを押すと修正内容が反映されます 
  「挿入」ボタン 
 データ入力欄に入力後に挿入ボタンを押すとリスト表示部に追加されます。 
 「登録」ボタンを押すと修正内容が反映されます 
  「削除」ボタン 
 リスト表示内の選択肢をマウスクリックするとデータ入力欄に選択肢が表示されます。 
 「削除」ボタンを押すと項目が削除されます。 
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  「登録」ボタン 
 「登録」ボタンを押す事で修正/挿入/削除した内容が反映されます。 
  「閉じる」ボタン 
 修正内容を破棄して画面を閉じます。 
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2.13.2.熱型表の編集 

 患者毎に熱型表へ表示させる項目を編集する事が出来ます 

 
 
 熱型表症状名称 
    熱型表画面の症状名称を変更出来ます。 

データ区分 
   追加する項目を絞り込み検索出来ます。 
選択候補 
   選択項目（表示対象として指定されていないデータの一覧）該当行をクリックすると 
   表示項目に移動します 
表示項目 
   表示項目（表示対象として指定されたデータの一覧）該当項目をクリックすると選択 

項目に移動します。 
適用開始日 
   編集した熱型情報を適用する日を指定します 
設定表示 
   指定日の熱型表表示項目を一覧表示します 
「登録」ボタン 
   編集した熱型情報を保存します 
「キャンセル」ボタン 
   変更した内容を破棄し画面を閉じます。 

 「利用者選択に戻る」ボタン 
    登録患者一覧に画面を戻します。 
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3. 病院看護ソフトウェア（システム管理）の利用 
3.1.システム管理フローチャート 

3.1.1. 入力のながれ 

 基本的な操作手順は下記の通りです。 
 システム管理者でログインしたとき 
 処理１） ログイン画面でユーザー、パスワード認証を行う 
 処理２） ログインユーザーを登録 
 
 病院管理者でログインしたとき 
 処理１） ログイン画面でユーザー、パスワード認証を行う 
 処理２） 病院登録 
 処理３） 医師登録 
 処理４） 看護師登録 
 処理５） 病棟病室登録 
 処理６） 患者登録 
 処理７） 退院データを参照 
  
 ナースステーション／医師でログインしたとき 
 処理１） ログイン画面でユーザー、パスワード認証を行う 
 処理２） 報告一覧を参照 
 処理３） 患者一覧と熱型表を参照 
 処理４） 退院データを参照 
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3.2.システム管理ソフトウェアの起動とログイン 

3.2.1.ソフトウェアの起動 

 デスクトップの下記アイコンをダブルクリックして起動します。 

 
 

3.2.2.ログイン 

 ユーザー名とパスワードを入力しログインします。 
 ユーザー名とパスワードは管理者より発行されます。 
  
 ※ユーザー名、パスワードの発行について 
   システム管理者より病院看護ステーション管理 ID を発行します。 
   病院管理者は必要に応じて看護師をユーザー登録してください。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 ユーザー名 
    ログインユーザー名を入力します 
 パスワード 
    ログインパスワードを入力します 
 「確認」ボタン 
    病院看護ソフトウェア（医師端末）へログインします。 
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3.3.システム管理者用メンテナンスメニュー 

3.3.1.ユーザー登録 

 下記制限に基づいて、ユーザーを登録します。 
 
 ユーザー登録は、病院、看護ステーション、医師、看護師でユーザー登録します。 
 ユーザー登録するには医師登録または看護師登録を事前に行う必要があります。 
 

No ユーザーの種類 許可されるアクセスの範囲 
1 システム管理者 制限なし 
2 病院 該当病院の患者に限定 
3 医師 該当医師の担当患者に限定 
4 看護ステーション 該当看護ステーションの担当患者に限定 
5 看護師 該当看護師の担当患者に限定 

 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 ユーザーのタイプ 
    病院，看護ステーション，医師，看護師から選択 
 データベースの参照 
   ユーザー名 
    ログインするユーザー名を指定します。 
   病院 
    病院名称を指定します。 
 パスワード 
    同一のパスワードを２回入力すると登録ボタンと削除ボタンが有効になります。 
 「登録」ボタン 
    ユーザーを登録します 
 「更新」ボタン 
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    ユーザー情報を更新します 
 「削除」ボタン 
    ユーザーを削除します 
 「キャンセル」ボタン 
    １つ前の画面に戻ります。 
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3.3.2.病院登録 

 病院情報を入力します。 
 熱型表グラフの時間帯区分けの設定を行います。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 ID 
    医療機関ごとに決められた番号が割り振られます。 
 名称 
    医療機関名称を入力します。 
 代表者 
    代表者名を入力します。 
 TEL 番号 
    電話番号を入力します。 
 メール 
    メールアドレスを入力します。 
 郵便番号 
    郵便番号を入力して郵便番号マスタと一致すると住所が表示されます。方書は手入力 
 住所 
    住所を入力します。 
 グループ大分類名称 
    看護師端末での患者絞り込み検索グループ名称を入力します。 
 グループ小分類名称 
    看護師端末での患者絞り込み検索グループ名称を入力します。 
 バイタルデータの締め切り時刻 
    熱型表グラフに表示する時間帯を区切ります。 
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    例：４分割で朝 0:00~7:59，昼 8:00~11:59，夕 12:00~17:59，夜 18:00~23:59 
 食事関連データの締め切り時刻 
    熱型表食事欄に表示する時間帯を区切ります。 
    例：３分割で朝食 0:00~8:59，昼食 9:00~16:59，夕食 17:00~23:59 
 時間帯の名称定義 
    熱型表データ部の時間帯を区切ります。 
    例：深-1 0:00～6:00，早朝 6:00～10:00，朝 10:00～15:00，昼 15:00～18:00， 
      夕 18:00～19:00，睡 19:00～21:00，深-2 21:00～23:59 
 「保存」ボタン 
    入力内容を保存し画面を閉じます。 
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3.3.3.医師登録 

 登録されている医師を一覧表示します。医師を追加・変更・削除する事が出来ます。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 「医師 追加」ボタン 

表内最下部に行追加されますので医師氏名を入力します。 
 「１行 削除」ボタン 

１行削除ボタンを押して、該当する医師を選択すると削除確認画面が表示されます。 
 「データ修正」ボタン 
   表内を直接編集出来ます。 
 「削除レコードから復旧」タブ 

削除した医師を復帰させる場合は、医師を選択し復旧ボタンを押します。 
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3.3.4.看護スタッフ登録 

 登録されている看護師を一覧表示します。 
 看護スタッフを追加・変更・削除する事が出来ます。 

 
 操作要領は医師登録に準じます。 
 

 
 操作要領は医師登録に準じます。 
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3.3.5.病棟病室登録 

 病院の管轄する病棟病室の登録/修正を行います。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 検索キー１内で「１行 追加」ボタンを押す 

表内に行追加されますので病棟を入力します。 
 検索キー１内で「１行 削除」ボタンを押す 

１行削除ボタンを押して、該当する病棟を選択すると削除確認画面が表示されます。 
 「詳細閲覧」ボタン 
   選択した病棟に属する病室一覧が表示されます 
 検索キー２内で「１行 追加」ボタンを押す 

表内に行追加されますので病室を入力します。 
 検索キー２内で「１行 削除」ボタンを押す 

１行削除ボタンを押して、該当する病室を選択すると削除確認画面が表示されます。 
 「データ修正」ランプ 
   表内が編集できる状態の時、赤く表示されます。 
 「削除レコードから復旧」タブ 

削除した病棟や病室を復帰させる場合は、医師を選択し復旧ボタンを押します。 
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3.3.6.患者登録 

 登録された患者の一覧が表示されます。 
 患者の新規追加，入退院登録，熱型表の編集を行います。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 検索機能 
    登録のみ、入院中、退院、死亡、登録全体での絞り込み検索が出来ます 
 「新規追加」ボタン 
    新規登録時に押すと、患者登録（個人情報）が表示されます 

 患者の選択 
    患者一覧から編集したい患者を押すと、患者登録（個人情報）が表示されます 

 患者情報取込 

    レセコンや電子カルテからの患者情報取得を行います。 
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3.3.6.1.患者登録（個人情報） 

 患者の個人情報を登録します。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 ID 番号 
    カルテ ID を入力します 
 カナ 
    カナ氏名を入力します 
 氏名 
    漢字氏名を入力します 
 性別 
    性別を選択します 
 生年月日 
    生年月日を入力します 
 郵便番号 
    郵便番号を入力します 
 住所 
    住所を入力します 
 メールアドレス 
    メールアドレスを入力します 
 TEL 
    電話番号を入力します 
 介護認定 
    介護度を入力します。 
 「読込」ボタン 
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    基準値マスタから設定値のデータを読み込みます。 
    患者の容態にあわせた基準値の変更が可能です。 
 「登録」ボタン 
    変更された内容を保存します。 
 「キャンセル」ボタン 
    変更した内容を破棄し画面を閉じます。 
 「削除」ボタン 
    患者情報を削除します。 
 「利用者選択に戻る」ボタン 
    登録患者一覧に画面を戻します。 
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3.3.6.2. 患者登録（入院） 

入院日、担当医師、病棟病室を登録します。 
入院すると看護師端末にて看護記録が入力可能になります。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 入院日 
    入院日を指定します 
 担当医師 
    担当医師を選択します 
 病棟病室指定 
    病棟及び病室を選択します 
 「登録」ボタン 
    変更された内容を保存します。 
 「キャンセル」ボタン 
    変更した内容を破棄し画面を閉じます。 
 「利用者選択に戻る」ボタン 
    登録患者一覧に画面を戻します。 
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3.3.6.3.退院登録 

 退院日を登録します。 
退院すると看護師端末にて看護記録が入力出来なくなり、退院時情報提供書のみ入力可能に 
なります。 

 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 
 退院日 
    退院日を指定します 
 医療機関の変更 
    「退院」または「死亡」を選択します 
 「登録」ボタン 
    変更された内容を保存します。 
 「キャンセル」ボタン 
    変更した内容を破棄し画面を閉じます。 
 「利用者選択に戻る」ボタン 
    登録患者一覧に画面を戻します。 
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3.3.6.4.熱型表の編集 

 患者毎に熱型表への表示項目を編集できます。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 熱型表症状名称 
    医師熱型表画面の症状名称を変更出来ます。 

データ区分 
   追加する項目を絞り込み検索出来ます。 
選択候補 
   選択項目（表示対象として指定されていないデータの一覧）該当行をクリックすると 
   表示項目に移動します 
表示項目 
   表示項目（表示対象として指定されたデータの一覧）該当項目をクリックすると選択 

項目に移動します。 
適用開始日 
   編集した熱型情報を適用する日を指定します 
設定表示 
   指定日の熱型表表示項目を一覧表示します 
「登録」ボタン 
   編集した熱型情報を保存します 
「キャンセル」ボタン 
   変更した内容を破棄し画面を閉じます。 

 「利用者選択に戻る」ボタン 
    登録患者一覧に画面を戻します。 
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4.病院看護ソフトウェア（医師端末）の利用 
4.1.医師端末フローチャート 

4.1.1. 入力のながれ 

 基本的な操作手順は下記の通りです。 
  
 病院／医師でログインしたとき 
 処理１） ログイン画面でユーザー、パスワード認証を行う 
 処理２） 患者一覧を表示する 
   報告一覧を表示する 
   退院患者を検索する 
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4.2.患者データの閲覧 

 入院患者を一覧表示します。 
 バイタル値及び医師への報告、医師の指示の最新情報を表示します。 
 患者名をダブルクリックすると熱型表が表示されます。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 病院 
    ログインユーザーの所属病院を表示します。 
 医師 
    担当医師を指定した絞込み検索ができます。 
 診療区分 
    病院、訪問看護ステーションを指定した絞込み検索が出来ます。 
 病棟 
    病棟を指定した絞込み検索ができます。 
 病室 
    病室を絞った絞込み検索ができます。 
 データ内容による選択 
    基準値オーバー、看護師の報告、医師の指示に該当する患者の絞り込みが出来ます。 
 「表示」ボタン 
    設定した条件で絞込み検索を行います。 
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4.3.熱型表 

 最新の熱型表を７日分表示させます。 
 熱型表のデータ日付欄をクリックすると指定日の看護記録１日分を参照できます。 
 O2、HR のグラフ部をクリックすると記録情報がポップアップ表示されます。 

 
上記画面の項目は以下の通りです。 

 患者一覧 
    表示する患者を変更します 
 最終表示日 
    最終表示日を変更します 
 基準値 
    患者の状態に合わせて、バイタル基準値を設定変更できます 
 熱型情報の参照 
    O2、HR データ表示部をクリックすると詳細な情報表示が可能です。 
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4.4..医師への報告一覧表示 

 訪問看護師からの報告を一覧表示します。 

 

 上記画面の項目は以下の通りです。 
 医師 
    病院管理者でログインすると、医師名の選択が可能です。 
    医師でログインすると、本人名のみ表示となります。 
 確認済みの表示 
    表示しない、１週間以内、２週間以内、４週間以内での絞り込み検索が出来ます。 
 
 医師の所見入力画面は患者氏名をダブルクリックすると表示されます。 
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4.5..医師の所見入力 

 訪問看護師からの報告を受けて、医師より訪問看護師へメッセージを送ります。 
 利用者の状況を即座に判断する為に熱型表と心電図を簡単に参照することも出来ます。 

 

 上記画面の項目は以下の通りです。 
 看護師からの報告 
    訪問看護師からの報告が表示されます 
 医師の所見 
    医師から訪問看護師への指示などを入力します 
 「登録」ボタン 

 所見入力後、看護師端末でダウンロードすると、看護師端末の「医師への報告」画面に

医師からの指示が表示されます。 
 「熱型表」ボタン 
    熱型表を表示します。 

 
 「心電図」ボタン 
    訪問看護師が利用者宅で測定した心電図ＰＤＦを参照できます。 
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 「ビューア」ボタン 
    suisuiNURSE 看護師端末が起動され、該当患者の看護記録を参照出来ます。 
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4.6..退院患者検索 

 カルテ No や姓名による、退院患者検索結果を一覧表示します。 
 患者氏名をダブルクリックすると、退院日を基点として熱型表を表示する事が出来ます。 

 
 上記画面の項目は以下の通りです。 
 病院 
    ログインユーザーの所属病院を表示します。 
 診療区分 
    退院で固定です。 
 カルテ検索 
    カルテ番号での絞り込み検索が出来ます。 
 氏名検索 
    医師名での絞り込み検索が出来ます。 
    性での絞り込み検索が出来ます。 
    名での絞り込み検索が出来ます。 
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5.困ったときは・・・ 
5.1. 病院看護ソフトウェア（システム管理）のＱ＆Ａ 

 
5.2. 病院看護ソフトウェア（看護師端末）のＱ＆Ａ 

Q1 ダウンロード、アップロードが出来ません。 

A1 インターネットへの接続、VPN 接続は出来ているかご確認ください。 
（起動画面の VPN ボタンは青色になっていますか？） 

 
Q2 熱型表が表示されません、過去の履歴が見つかりません。 

A2 過去データが入力されていない時は表示されません。 
また常時接続でない場合は過去の履歴がダウンロードされていない可能性があります。 

 
Q3 各入力項目の候補選択を独自に追加したい。 

A3. 画面左下にある「その他の項目」から編集画面を開き、編集したい項目を選び独自に追加します。 
 
Q4 バイタル画面でバイタル以降のデータ入力が出来ません。 

A4 基本的記録を入力する事で他のボタンが利用出来ます。入力されているか確認ください。 
 
Q5 Parama-Tech EP-202 心電計に入っている過去データを取り込みたい。 

A5 最新データのみを取り込むようになっていて過去データを読み込むようには出来ていません。 
過去データを取り込みたい場合は、過去データの前にあるデータをすべて削除して取り込むよう 
お願いします。 

 
Q6 患者選択で、病室（小区分）のみを選択しようとしても選択できません。 

A6 必ず病棟（大区分）を選択してから病室（小区分）での絞り込みを行ってください。 
 
Q7 「データベースからも削除する」をチェックしたが、サーバーからデータが削除されていません。 

A7 サーバーに削除情報がアップロードされていないということが考えられます。 
データ送信画面を見てデータ削除したい患者の名前が赤色になったまま残っていないか 
ご確認ください。データ送信する事でサーバーに反映されて来ます。 

 
5.3.病院看護ソフトウェア（医師端末）のＱ＆Ａ 

Q1 個人の熱型表はどうやったら表示できますか？ 

A１ 患者一覧から熱型表を表示する患者の行をダブルクリックする事で熱型表を表示できます。 
 
Q2 ログインユーザー登録時に医師・看護師の氏名が選択出来ず、ユーザー登録できません。 

A1 医師・看護師の登録をユーザー登録開始前に行ってください。
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6.アップデートソフトウェアの利用 
6.1. アップデートプログラム 

ソフトウェアを最新版にアップデートします。 

 
 実行ボタンを押す 

 

 はいボタンを押す 

 
 プログラムが更新されます 

 

 OK ボタンを押す 
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7.お問い合わせ 
 
本ソフトウェアの不具合等でエラー原因が特定できない場合は下記へご連絡ください。 
 
会社名 SFK メディカル株式会社 
住所  長崎県長崎市葉山１丁目９番３１号日障シャトービル２階 
TEL  095-856-6162 FAX  095-856-6061 
E-mail support-helper@sfk-med.com 
病院看護ヘルパーサポート係 岩永、林 
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